特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース11年10月２０日３７８号
蔓取り(15日)つるかごつくり(19日)を実施　　秋もいよいよ本番に入ってイネは刈りとられ田圃の黄金色も大きく変化して吹く風も何か変わってきています。この時期文化祭の準備が始まります。里山の会ではこの蔓取りが文化祭のスタートとなり本格的に力が入り始めます。昨年は雨模様の天気続きで大変でしたが、軽作業にはころあいでした。5人の皆さんが朝早くから山で採取をしました。太くも無く適当なものが次々と集められます。昨年より重さでは少なめですが、細くて使いやすい作り易いものが大量に手に入りました。19日の事務局会議の後中央公民館の敷地で籠作りをしました。御主人のけがも治り外に出かけることが出来るようになったと言ってお手伝いに来ていただき、久しぶりに顔お合わせ、一緒に籠を編んで戴きました。元気に回復されて良かったですね。
あらす 自然 子どもまつり　1000人以上の人々が参加（15日から16日に順延）　　この集いは城陽市内の皆さん方が今工業団地として開発されようとするあらす地域の良好な農耕地を守ることが大切だとして企画されました。所有地の農家の皆さんと連携を更に大きくし激励しようとされているものでした。当日は木津川堤に模擬店が並び河川敷の広場では舞台が組まれ小学生など各団体が集団演技や楽器演奏を発表され終日にぎわっていました。住宅地からは遠く離れた木津川堤までの悪条件を乗り越えて大成功だと思います。雨天のために開催日の順延というアクシデントもありましたが、素晴らしい集いでした。里山の会への植物観察の案内要請があり、伊藤さんが下調べをして資料作成をしていただきました。観察会は午前と午後の2回実施しました。植物を目当てに来られていますがまず最初に「木津川はどんな川か」の説明、続いて木津川堤防（草刈りがされていた）から古川沿いで植物観察をしました。ジュジュダマを久しぶりに見つけた、柳の葉が太陽に向きを変えること、城陽排水機場の役割と洪水問題などについて理解が深まったと喜んでいただきました。
里山農園　農業塾　美味しい黒豆の収穫　6月24日に種をまいた黒豆は、見事に実を付けました。今が枝豆として食べる良い時期だと判断して種にする畝を残して収穫しました。それぞれが少しづつ持ち帰り家族の皆さんで味わっての感想は、本当に美味しかった。見事に大きく実っている。甘くてビックリした。などの感想でした。事務局会議でもみんなに食べていただきました。自分たちの手で育てた作物を皆でいただくのは、料理をするのとは又格別だといっておられました。それにしてもアライグマによるサツマイモが全滅させられた事件、そして黒豆も下の部分も食べられ始めていましたが何とか実ることが出来たので、格別な感激です。
畑ではダイコン（250本）が立派に生長しています。ほうれん草（10ｍ4筋）も大きくなってきています。ミズナもキクナも元気に育っています。収穫期が楽しみです。その後の利用は玉葱ではどうか？と声が上がっています。楽しい里山農園農業熟です。
会誌31号印刷原稿できる　21日から印刷開始　214頁の大作となる　　分担して打ち込んで作り上げた会誌31号は214ページという超大作となりました。それぞれ分担していただいた皆さんも写真の挿入にも挑戦していただき、読みやすく納まっています。講演会報告では福島原発事故を取上げた資料が掲載されています。調査研究報告では村田先生からいただいた2つ、仲間の広場では徳田副理事長のアルプスへの旅行記などかなり読み応えのある内容です。特集記事として｢私の震災｣にも期待が出来ます。今回97名の皆さんから寄稿いただきました。ちなみに前号30号では103名でした。
京都府植物誌目録ノート原本資料集の印刷始まる　　今年度の京都府地域力再生プロジェクト事業助成金で京都府植物誌目録ノートに掲載した資料集の編集発行がかなり大きなウェートを閉めています。4000ページの超大作ですが、その印刷が開始されました。係わっていただきました斉藤秀樹さんや坂田一郎さんの苦労がいよいよ日の目を見る直前に差し掛かっています。また里山の会としても大きな成果物が完成することになります。ご期待下さい。
ＮＰＯ法改正のセミナーに出席　17日　今年6月11日にNPO法改正案が成立（施行は来年4月1日）しました。又新寄付税制が成立し、私たちの周りの状況が大きく変化しました。この学習説明会が京都NPOセンターの主催で開催されました。会場満員の参加でした。これまで認定NPO資格を得るための条件は、年間の財政収入に寄付金が20％以上で無ければ成らないという大変厳しい条件があり、これをクリアできるところは少なく、今回の改正では3000円の寄付をした人100人を獲得していることが条件に加えられました。これも厳しいものですが、努力すれば手が届くかなと思います。資格獲得に向かって前進しましょう。（年度の活動方針に掲げています）
会誌31号の製本作業　　25日午後1時より京田辺市中央公民館大ホール　大勢の方のご協力頼みます。
京田辺市市民文化祭　展示物製作・模擬店の担当世話役決まる
　植物部会・・普賢寺の植物マップ。木津川部会・・近畿の水辺での発表。パソコン部会・・会誌31号と里山ニュース。絵画部会・・木津川の姿。環境部会・・木津川の水質。農林部会・・農業塾と道普請、休耕田の復旧。河川レンジャー・・地域で考えよう防災の取組。防賀川のワークショップを展示予定です。模擬店では鹿背山の柿　農業塾生産の蔬菜、蔓籠、黒豆味噌の販売。そして恒例の松かさツリー作り、今年から初めて取り組む「竹で作るけん玉とけん玉大会」「自分で作る綿菓子」を行います。11月5～6日　京田辺市民文化祭　展示は各サークルの活動発表　大いに御期待を
京都府立山城郷土資料館主催シンポで　里山の会と木津川河川レンジャーが「木津川の自然」展で協力　11月26日　加茂文化ホール
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　　　　　　　　　　　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

